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◎
同
級
生
と
の
懇
親
サ
ー
ク
ル
を

　

２
５
０
回
継
続

　

惜
し
ま
れ
な
が
ら
平
成
14
年
に
閉
店
し
た

南
大
通
の「
サ
カ
エ
ヤ
菓
子
店
」と
い
え
ば
、

和
洋
生
菓
子
を
は
じ
め「
原
野
の
ひ

と
声
」
や「
地
酒
ケ
ー
キ 
福
司
」
な

ど
、
釧
路
を
代
表
す
る
数
多
く
の
銘

菓
で
市
民
に
親
し
ま
れ
た
老
舗
。
し

か
も
フ
ァ
ン
の
多
か
っ
た
こ
れ
ら
の

銘
菓
を
レ
シ
ピ
ご
と
他
店
に
引
き

継
ぎ
、
従
業
員
の
再
就
職
先
ま
で
決

め
た
上
で
の
廃
業
と
あ
っ
て
、
当
時

「
さ
す
が
は
サ
カ
エ
ヤ
さ
ん
！
」と
多

く
の
賞
賛
を
浴
び
た
も
の
で
し
た
。

　

そ
ん
な「
サ
カ
エ
ヤ
」
を
、
2
代

目
店
主
と
し
て
繁
盛
さ
せ
な
が
ら
、

体
調
の
不
良
や
後
継
者
の
不
在
で
や

む
な
く
畳
ん
だ
鶴
島
貞
夫
さ
ん
＝
湖

陵
10
期
＝
は
、
１
９
５
８（
昭
和
33
）

年
の
卒
業
。
姉
の
赤
川
陽
子
さ
ん
＝

湖
陵
9
期
、
１
９
５
７（
昭
和
32
）

年
卒
＝
と
と
も
に
、
自
宅
で
も
あ
っ

た
店
舗
か
ら「
歩
い
て
10
分
」
と
い

う
富
士
見
町
の
湖
陵
高
校
へ
通
い
ま

し
た
。「
確
か
に
跡
取
り
息
子
で
は

あ
っ
た
け
ど
、
店
を
継
ぐ
つ
も
り
は
全
く
な

か
っ
た
」
と
い
う
鶴
島
さ
ん
は
、
エ
ン
ジ
ニ

ア
に
な
り
た
く
て
工
学
大
学
へ
の
進
学
を
希

望
し
て
い
ま
し
た
が
、
家
庭
の
事
情
で
や
む

な
く
断
念
、
店
を
継
ぐ
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

菓
子
職
人
と
な
っ
た
鶴
島
さ
ん
は
昭
和
42

年
、
27
歳
で
結
婚
、
や
が
て
お
二
人
の
お
嬢

さ
ん
が
誕
生
し
ま
す
。
長
女
の
川
尻
和
子
さ

ん
＝
湖
陵
39
期
、
１
９
８
７（
昭
和
62
）
年

卒
＝
と
、
次
女
の
長
谷
川
道
子
さ
ん
＝
湖
陵

42
期
、
１
９
９
０（
平
成
2
）年
卒
＝
で
す
。

　

お
二
人
と
も
に
、
道
内
で
も
強
豪
と
し
て

知
ら
れ
た
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
幾

度
も
全
道
大
会
や
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
す

る
ほ
ど
の
選
手
と
し
て
、
母
校
・
湖
陵
高
校

の
名
を
全
国
に
知
ら
し
め
ま
し
た
。
貞
夫
さ

ん
も
在
学
中
は
校
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
好
成

績
を
お
さ
め
て
い
た
と
い
い
、
そ
ん
な
ア
ス

リ
ー
ト
の
遺
伝
子
を
受
け
継
い
だ
の
か
、
和

子
さ
ん
の
長
男
・
朋
輝（
と
も
き
）
君
＝
湖

陵
67
期
、
現
1
年
生
＝
は
、
幼
稚
園
の
頃
か

ら
始
め
た
と
い
う
水
泳
の
選
手
と
し
て
、
中

学
時
代
か
ら
全
道
大
会
に
出
場
、
昨
年
も
高

体
連
の
全
道
大
会
へ
出
場
す
る
ほ
ど
の
有
力

選
手
と
し
て
知
ら
れ
る
存
在
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
朋
輝
君
の
願
い
は
、
湖
陵
高
校

に
部
活
動
と
し
て
の「
水
泳
部
」
を
発
足
さ

せ
る
こ
と
。「
チ
ー
ム
で
な
け
れ
ば
参
加
で

き
な
い
種
目
も
あ
る
の
で
、
水
泳
の
や
り
た

い
新
入
生
が
入
学
し
て
く
れ
る
こ
と
を
心
か

ら
願
っ
て
い
ま
す
」
と
、
ま
だ
見
ぬ
後
輩
の

出
現
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
よ
う
で

す
。

　

現
在
、
悠
々
自
適
の
毎
日
を
送
る
鶴
島
さ

ん
は
、
卒
業
時
の
男
子
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
13
人

と
共
に
結
成
し
た「
ぢ
ろ
う
会
」
の
幹
事
長

と
し
て
、
隔
月
で
開
い
て
い
る
会
合
を
楽
し

ん
で
き
ま
し
た
が
、「
卒
業
し
て
も
う
55
年
。

み
ん
な
年
寄
り
に
な
り
、
集
ま
り
も
２
５
０

回
を
越
え
た
の
で
、
そ
ろ
そ
ろ
解
散
の
潮
時

で
し
ょ
う
か
」
と
、
寂
し
さ
を
隠
し
切
れ
な

い
心
情
を
吐
露
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

西
村　

貞
広（
湖
陵
30
期
）

親
子
三
代
　
釧
中
・
湖
陵
百
年
紀

元「
サ
カ
エ
ヤ
」鶴
島
さ
ん

受
け
継
が
れ
る
ア
ス
リ
ー
ト
の
系
譜
!?

貞夫さん、和子さん、朋輝君（左から）
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北
海
道
釧
路
湖
陵
高
等
学
校
創
立
１
０
０
周

年
・
定
時
制
90
周
年
記
念
式
典
が
、
２
０
１
２
年

９
月
29
日
午
後
１
時

か
ら
釧
路
市
民
文
化

会
館
で
、
生
徒
や
教

職
員
、
同
窓
生
ら
約

１
５
０
０
人
が
参
加

し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

保
東
友
香
さ
ん

（
２
年
生
）
の
司
会

で
始
ま
り
、
田
川
芳

紀
校
長
は「
社
会
を

照
ら
し
、
道
東
を
リ

ー
ド
す
る
人
材
の
育

成
に
今
後
も
努
力
し

た
い
」
と
決
意
を
語

り
ま
し
た
。
こ
の
あ

と
、
釧
路
湖
陵
同
窓

会（
全
日
制
）
の
栗

林
延
次
会
長（
湖
陵

17
期
）、
実
行
委
員

会
の
葭
本
正
美
委
員

百
一
歩
目
力
強
く
湖
陵
創
立
百
周
年

定
時
制
九
十
周
年

長（
湖
陵
24
期
）、
全
日
制
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
伊
藤
真
司
会

長（
湖
陵
32
期
）が
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
歴
代
の
校
長
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
後
援

会
長
、
同
窓
会
長
、
学
校
医
、
薬
剤
師
、
旧
職
員
永

年
勤
続
者
に
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
、
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
・
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
受
賞
者
を
表
彰
し
ま

し
た
。
来
賓
の
北
海
道
教
育
委
員
会
の
若
狭
洋
一

委
員
長
、
蝦
名
大
也
釧
路
市
長（
湖
陵
29
期
）
が

祝
辞
を
述
べ
た
あ
と
、
全
日
制
生
徒
会
の
大
森
麻

子
会
長
は「
新
し
い
歴
史
を
築
き
１
０
１
歩
目
を

踏
み
出
し
て
い
き
た
い
」、
定
時
制
生
徒
会
の
原

峰
彩
樺
会
長
は「
勉
強
と
仕
事
の
両
立
は
大
変
だ

が
、
自
分
な
り
に
両
立
し
て
乗
り
越
え
て
い
き
た

い
」と
誓
い
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
器
楽
部
の
演
奏
、
放
送

局
Ｖ
Ｏ
Ｋ
は
全
日
制
の
今
を
ビ
デ
オ
で
紹
介
、
こ

の
日
限
り
の
応
援
団
は
懐
か
し
い
応
援
を
披
露
し

ま
し
た
。
続
い
て
、
定
時
制
の
歩
み
が
ビ
デ
オ
で

紹
介
さ
れ
、
最
後
に
合
唱
部
が
全
日
制
校
歌
な
ど

を
披
露
し
ま
し
た
。

記
念
式
典

田川校長

1500人が参加した記念式典

懐かしい応援団が登場

校歌などを披露した合唱部 息のあった演奏を繰り広げた器楽部

栗林同窓会長

22013 ・ 3 ・ 1　くまざさ62号くまざさ62号　2013 ・ 3 ・ 1



　

記
念
祝
賀
会
は
、
同
日
午
後
6
時
か

ら
、
会
場
を
釧
路
市
観
光
国
際
交
流
セ

ン
タ
ー
に
移
し
、
約
１
２
０
０
人
が
参

加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

司
会
は
水
本
香
里
さ
ん（
湖
陵
37

期
）。
全
日
制
同
窓
会
の
栗
林
延
次
会

長
が「
学
校
の
た
め
、
そ
し
て
釧
路
の

た
め
に
こ
の
絆
を
い
っ
そ
う
深
い
も
の

し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
、
続
い
て
蝦
名

大
也
釧
路
市
長
、
田
川
芳
紀
校
長
、
伊

藤
真
司
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
が
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
、
葭
本
正
美
実
行
委
員
長
の
発
声

で
懇
親
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
各
地
湖
陵
会
の
紹
介
で
は
、

関
西
湖
陵
会
の
小
川
清
至
副
会
長（
湖

陵
17
期
）、
東
京
湖
陵
会
の
正
札
喜
久
雄
会
長（
21

期
）、
札
幌
湖
陵
会
の
伊
藤
拓
摩
会
長（
湖
陵
21

期
）、
十
勝
地
区
釧
中
湖
陵
同
窓
会
の
佐
藤
文
俊

会
長（
湖
陵
17
期
）
が
活
動
の
報
告
と
祝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
歌
手
の
酒

井
理
恵
さ
ん（
湖
陵
36
期
）と
及
川
恒
平
さ
ん（
湖

陵
19
期
）が
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た「
六
文
銭‘
09
」

が
ス
テ
ー
ジ
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
最
年
長
の
石
原
行
雄
さ
ん（
釧
中

23
期
）、
最
年
少
の
高
杉
麻
衣
さ
ん（
湖
陵
64
期
）、

最
遠
方
の
佐
川
彰
浩
さ
ん（
湖
陵
32
期
）
＝
タ
ス

マ
ニ
ア
＝
、
夫
婦
参
加
の
小
川
俊
次（
湖
陵
10

記
念
祝
賀
会

1200人が集まり盛大に行われた祝賀会

釧中の先輩たち蝦名釧路市長

葭本実行委員長

「六文銭‘09」のステージ
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期
）、
悦
子（
湖
陵
16
期
）
さ
ん
夫
妻
、
砂
山
栄
二

（
湖
陵
11
期
）、
由
紀
子（
同
）
さ
ん
夫
妻
に
記
念

品
が
葭
本
実
行
委
員
長
か
ら
贈
ら
れ
、
最
後
は
定

時
制
同
窓
会
の
河
瀬
和
弘
会
長
の
万
歳
三
唱
で
閉

会
し
ま
し
た
。

一緒に記念撮影 酒井さん熱唱

正面玄関前に記念植樹

栗林同窓会長（後列左）、田川校長（後列右）、
大森生徒会長（前列左）、葭本委員長（前列右）

合唱部が校歌を披露

　

昨
年
10
月
30
日
、
記
念
事
業
実
行
委
員

会
や
生
徒
た
ち
な
ど
が
参
加
し
た
記
念

植
樹
が
、
釧
路
湖
陵
高
校
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
植
え
ら
れ
た
木
は
、
生
徒
玄
関
前
が

枝
張
り
約
２
㍍
の
チ
シ
マ
ザ
ク
ラ
１
本
、

同
窓
会
館
横
が
高
さ
約
４
㍍
の
エ
ゾ
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
10
本
。

　

田
川
芳
紀
校
長
が「
湖
陵
の
発
展
と
と

も
に
こ
の
桜
が
大
き
く
成
長
し
、
１
０
０

年
の
先
ま
で
毎
年
咲
き
誇
り
、
私
た
ち
の

心
を
和
ま
せ
、
そ
し
て
私
た
ち
を
見
守
っ

て
く
れ
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
あ

い
さ
つ
。
続
い
て
生
徒
を
代
表
し
て
大
森

麻
子
全
日
制
生
徒
会
長
が「
今
年
か
ら
、

（
記
念
事
業
で
設
置
さ
れ
た
）
中
庭
の
ブ

ロ
ン
ズ
像
と
こ
の
木
に
合
格
祈
願
し
、
そ

し
て
合
格
の
報
告
を
す
る
こ
と
が
毎
年
恒

例
に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
感
謝
し
ま
し
た
。

　

校
舎
の
窓
か
ら
生
徒
が
見
守
る
な
か
、

栗
林
延
次
同
窓
会
長
、
葭
本
正
美
実
行
委

員
長
、
田
川
校
長
、
大
森
生
徒
会
長
の
４

人
が
チ
シ
マ
ザ
ク
ラ
の
回
り
に
土
を
入

れ
、
同
校
合
唱
部
が
全
日
制
と
定
時
制
の

校
歌
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

星　

匠（
湖
陵
30
期
）

記
念
植
樹
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釧
中
・
釧
路
湖
陵
同
窓
会
総
会
が
、
昨
年
８
月

13
日
に
釧
路
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
総
会
の
当
番
期
は
、
30
、
40
、
50
期
。
会
場

に
は
約
５
０
０
人
の
同
窓
生
が
集
ま
り
、
旧
交
を

温
め
ま
し
た
。

　

湖
陵
高
校
合
唱
部
の
リ
ー
ド
で
校
歌
を
斉
唱
し

た
あ
と
、
黙
と
う
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。
栗
林
延

次
同
窓
会
長（
湖
陵
17
期
）
が
あ
い
さ
つ
し
た
あ

と
、
田
川
芳
紀
校
長
、
蝦
名
大
也
釧
路
市
長（
湖

陵
29
期
）が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
議

事
に
入
り
、
平
成
23
年
度
決
算
な
ど
が
承
認
、
役

員
も
現
体
制
を
継
続
す
る
事
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
９
月
29
日
に
釧
路
湖
陵
創
立
１
０
０

周
年
・
定
時
制
90
周
年
記
念
式
典
と
祝
賀
会
が
行

わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
準
備
状
況
な
ど
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
湖
陵
高
校
の
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
、

合
唱
部
、
器
楽
部
が
そ
れ
ぞ
れ
ス
テ
ー
ジ
で
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
披
露
、
会
場
は
和
気
あ
い
あ
い

の
雰
囲
気
の
中
、
高
校
時
代
の
思
い
出
話
に
花
が

咲
い
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
31
，
41
，
51
期
が
幹
事
期
。
創
立

１
０
０
周
年
も
終
え
て
、
新
た
な
同
窓
会
総

会
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

星　
　

匠（
湖
陵
30
期
）

同
窓
会
総
会
盛
大
に

器楽部による迫力ある演奏

高校時代に戻り校歌斉唱

美しいハーモニーを奏でる合唱部

会場を盛り上げる
チアリーダー

約500人が参加した同窓会総会
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釧
路
教
職
員
湖
陵
会（
奥
田
泰
朗
会

長
・
湖
陵
25
期
）の
研
修
会
と
懇
親
会

が
、
昨
年
11
月
17
日
に
釧
路
市
内
の
ア

ク
ア
・
ベ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

半
世
紀
を
越
え
て
の
活
動
の
中
で
、

異
業
種
の
湖
陵
同
窓
生
を
講
師
に
迎
え

る
と
い
う
こ
と
で
、
本
年
度
は
釧
路
湖

陵
高
校
の
現
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
竹
老
園
東

家
総
本
店
の
伊
藤
真
司
氏（
湖
陵
32
期
・

昭
和
55
年
卒
）に
白
羽
の
矢
が
当
た
り

ま
し
た
。

演
題
は
、『
日
本
の
そ
ば
文
化
～
東

家
暖
簾
の
系
図
』。
伊
藤
氏
は
17
㌻
に

及
ぶ
資
料
を
準
備
、「
そ
ば
の
起
源
」か

ら
話
を
切
り
出
し
、
東
家
の
系
図
に
基

づ
い
て
語
り
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
抜
粋
す
る
と
、
●「
そ

ば
の
起
源
」
―
「
そ
ば
」
と
い
う
五
穀

（
米
・
麦
・
粟
・
黍
・
稗
）
に
も
含
ま

れ
な
い
雑
穀
を
材
料
に
し
、
粋
な
食
べ

物
に
洗
練
さ
れ
た
の
が
江
戸
人　

●

江
戸
そ
ば
の
三
大
暖
簾
―
「
砂
場
」「
更

科
」「
藪
」が
東
京
の
三
大
暖
簾　

●
東

家
の
暖
簾
の
系
譜
―
北
海
道
の
そ
ば
屋

の
始
ま
り
は
、
初
代
の
伊
藤
文
平
で
、

小
樽
で
明
治
７
年
に
開
業
。「
東
家
」の

本
拠
地
が
釧
路
と
な
っ
た
の
は
明
治
45

年
。
昭
和
７
年
、「
老
人
が
健
や
か
に
憩

う
処
」に
二
代
目
竹
次
郎
の「
竹
」の
一

字
を
加
え
て『
竹
老
園
』
と
命
名
。
三

代
目
は
竹
次
郎
の
養
子
の
徳
治
。
四
代

目
の
伊
藤
正
司
は
東
家
総
本
店
代
表
取

締
役
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
、
●「
も
り
そ
ば
」と「
ざ

る
そ
ば
」の
違
い　

●
か
し
わ
の
由
来

　

●
そ
ば
湯
が
つ
く
訳　

●
そ
ば
の
南

蛮
と
は　

●
そ
ば
屋
と
通
し
言
葉　

な

ど
、
釧
路
の
食
文
化
と
も
い
え
る「
そ

ば
」
の
道
に
つ
い
て
熱
心
に
語
り
、
意

義
の
あ
る
講
演
会
の
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。 

川
端　

紀
一（
湖
陵
11
期
）

釧路の食文化「そば」を語る伊藤氏

そ
ば
文
化 

学
ぶ釧路

教
職
員
湖
陵
会

弟
子
屈
町
と
標
茶
町
在
住
の
同
窓
生

で
組
織
さ
れ
て
い
る
摩
周
湖
陵
会（
岩

崎
寛
会
長
・
釧
中
28
期
、
会
員
44
人
）

の
総
会
が
、
昨
年
11
月
22
日
に
弟
子
屈

町
内
の
そ
ば
処
出
雲
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
同
会
は
、
１
年
に
一
度
、
弟
子
屈

町
も
し
く
は
標
茶
町
で
開
催
さ
れ
て
い

て
、
今
回
は
13
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
高
校
時
代
の
思
い
出

を
語
り
合
い
、
懇
親
を
深
め
て
い
ま
し

た
。 

星　

匠（
湖
陵
30
期
）

役
員
は
次
の
通
り
で
す
。

会
長
～
岩
崎
寛
、
副
会
長
～
寺
島
寿

（
釧
中
32
期
）、
幹
事
～
根
津
文
博（
湖

陵
15
期
）
＝
川
湯
地
区
＝
、
森
内
重
信

（
湖
陵
８
期
）
鈴
木
德
一（
湖
陵
12
期
）

＝
弟
子
屈
地
区
＝
、
土
肥
雅
則（
湖
陵

21
期
）和
田
山
明
彦（
湖
陵
25
期
）＝
標

茶
地
区
＝
、
監
査
～
高
橋
初
代（
湖
陵

７
期
）谷
岡
友
子（
同
）、
事
務
局
長
～

木
村
直
樹（
湖
陵
41
期
）、
事
務
局
次
長

～
黒
萩
徳
樹（
湖
陵
42
期
）

緑
ヶ
岡
に
建
つ
現
在
の
釧
路
湖
陵
高

校
の
校
舎
横
に
、
同
窓
会
館
が
あ
り
ま

す
。
富
士
見
に
あ
っ
た
前
校
舎
の
資
料

な
ど
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
目
を

引
く
の
が
校
舎
の
模
型
。
釧
中
時
代
の

校
舎
と
火
災
に
あ
っ
て
建
て
直
し
た
富

士
見
校
舎
が
、
細
部
に
わ
た
っ
て
再
現

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
模
型
は
、
緑
ヶ
岡
へ
引
っ
越
す

こ
と
が
決
ま
っ
て
か
ら
旧
校
舎
を
残
そ

う
と
製
作
さ
れ
、
当
時
の
模
型
部
、
42

期
か
ら
46
期
ま
で
女
性
を
含
む
25
人
の

生
徒
に
よ
っ
て
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

１
９
９
１（
平
成
３
）年
９
月
完
成
で
す
。

写
真
は
多
数
残
っ
て
い
ま
す
が
、
模

型
を
見
る
と
、「
こ
こ
で
行
灯
を
つ
く

っ
た
」「
図
書
館
は
こ
ん
な
に
遠
か
っ

た
」
な
ど
、
高
校
時
代
の
記
憶
が
よ
み

が
え
っ
て
き
ま
す
。
同
窓
会
館
は
、
高

校
事
務
室
に
申
し
出
る
と
開
け
て
も
ら

え
ま
す
が
、
事
前
に
連
絡
を
し
た
方
が

よ
い
で
し
ょ
う
。

星　

匠（
湖
陵
30
期
）

交
流
を
深
め
る

摩
周
湖
陵
会

同
窓
会
館
に
校
舎
模
型

弟子屈町で行われた摩周湖陵会

富士見校舎の模型
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れ
、
栗
林
延
次
会
長（
湖
陵
17
期
）
か

ら
は
挨
拶
の
中
で
、
改
め
て
各
期
代
表

幹
事
に
対
し
、
協
力
へ
の
感
謝
の
言
葉

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
記
念
誌
が
発
刊
さ
れ
る
こ
と
や
学
校

へ
の
記
念
品
贈
呈
の
取
り
組
み
な
ど
を

確
認
、
参
加
者
全
員
で
各
事
業
の
成
功

を
祝
い
ま
し
た
。

佐
藤　

文
昭（
湖
陵
22
期
）

彫
刻
家
、
米
坂
ヒ
デ
ノ
リ
さ
ん
は
２

月
15
日
、
ブ
ロ
ン
ズ
像「
開
拓
者
」を
釧

路
湖
陵
高
校
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
米
坂

さ
ん
は
、
１
９
４
９（
昭
和
24
）年
に
併

置
中
学
校
を
卒
業
し
、
学
区
変
更
で
釧

路
江
南
高
校
を
卒
業
、
釧
路
湖
陵
高
校

で
は
教
べ
ん
も
と
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
傘
寿
を
迎
え
る
記
念
と
し

て
、
61
年
に
製
作
し
た
高
さ
33
㌢
の
ブ

ロ
ン
ズ
像
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

贈
呈
式
で
田
川
芳
紀
校
長
は「
１
学

年
の
テ
ー
マ〝
輝
き
の
開
拓
者
た
れ
〟を

象
徴
し
て
い
ま
す
」と
感
謝
し
て
い
ま

し
た
。こ
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
は
、
湖
陵
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
展
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。

星　

匠（
湖
陵
30
期
）

北
海
道
釧
路
湖
陵
高
校
創
立
１
０
０

周
年
・
定
時
制
90
周
年
記
念
事
業
の
経

過
報
告
を
行
う
た
め
、
合
同
幹
事
会
が

昨
年
11
月
30
日
に
釧
路
全
日
空
ホ
テ
ル

で
開
か
れ
ま
し
た
。

同
窓
会
か
ら
は
、
同
じ
く
９
月
29
日

に
行
わ
れ
た
記
念
式
典
及
び
記
念
祝
賀

会
が
、
多
数
の
同
窓
生
の
参
加
に
よ
り

大
成
功
で
終
了
し
た
こ
と
や
同
窓
生
か

ら
の
寄
付
や
協
賛
金
が
当
初
の
計
画
以

上
に
取
り
組
ま
れ
た
こ
と
が
報
告
さ

記念式典、記念祝賀会などの事業が報告された合同幹事会

ブロンズを囲んで米坂さん（左）と田川校長（右）

昨
年
４
月
、
大
道
寺
将
司（
だ
い
ど
う
じ
・
ま

さ
し　

湖
陵
19
期
）
死
刑
囚
の
全
俳
句
集（
大
田

出
版
２
３
２
㌻　

２
１
０
０
円
＝
税
込
＝
）が
発

行
さ
れ
ま
し
た
。

発
行
を
勧
め
、
本
の
序
文
を
書
い
た
作
家
・
辺

見
庸
氏
と
大
道
寺
死
刑
囚
と
の
、
収
監
中
の
面
会

な
ど
を
放
映
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｅ
テ
レ
特
集「
失
わ

れ
た
言
葉
を
さ
が
し
て　

辺
見
庸　

あ
る
死
刑
囚

と
の
対
話
」（
２
０
１
２
年
４
月
15
日
放
送
）に
よ
れ
ば
、

１
９
７
４
年
に
大
道
寺
死
刑
囚
ら
が
東
京
・
丸
の
内
の

三
菱
重
工
ビ
ル
を
爆
破
し
、死
者
８
名
、
負
傷
者
３
０
０

名
以
上
を
出
し
ま
し
た
。同
番
組
で
は
、大
道
寺
死
刑
囚

の
故
郷
、釧
路
市
内
を
映
し
、中
学
校
で
同
級
生
の
中
に

差
別
を
受
け
た
ア
イ
ヌ
民
族
の
こ
と
や
、大
学
浪
人
中
の

大
阪
市
を
映
し
、
差
別
を
受
け
た
在
日
朝
鮮
人
の
こ
と

を
捉
え
、テ
ロ
に
走
っ
た
背
景
を
探
り
ま
し
た
。

逮
捕
後
、湖
陵
卒
の
団
塊
世
代
を
捜
査
の
た
め
、警
視

庁
の
刑
事
が
我
が
家
を
訪
れ
驚
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

今
、
大
道
寺
死
刑
囚
は
小
菅
刑
務
所
の
独
房
で
ガ
ン

と
闘
病
中
な
が
ら
、
無
辜
の
市
民
を
多
数
死
傷
さ
せ

た
自
省
の
日
々
を
俳
句
と
い
う〝
刃
物
〟で
自
分
の
精

神
と
肉
体
を
切
り
刻
ん
で
い
ま
す
。「
棺
一
基　

四
顧

茫
々
と　

霞
み
け
り
」な
ど
虫
・
風
雨
・
花
に
託
し
た

思
い
は
実
に
壮
絶
で
す
。 

田
巻　

恒
利（
湖
陵
18
期
）

記
念
事
業
成
功
を
報
告

合
同
幹
事
会
開
催

刊行案内

棺一基　大道寺将司　全句集

ブ
ロ
ン
ズ
像
寄
贈
・
米
坂
ヒ
デ
ノ
リ
氏
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部
員
の
前
田
美
紅
さ
ん
（
３
年
）
は
「
一

瞬
一
瞬
を
大
切
に
演
奏
し
ま
し
た
。
部

員
全
員
で
の
演
奏
で
は
、
今
ま
で
一
番

良
か
っ
た
」
と
満
足
そ
う
で
し
た
。
合

唱
部
は「
明
日
へ
続
く
道
」な
ど
を
披
露
。

部
長
の
古
川
ひ
か
り
さ
ん
（
３
年
）
は

「
１
０
０
周
年
に
ふ
さ
わ
し
い
歌
声
を
届

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
そ
の
出

来
映
え
を
「
１
０
０
点
」
と
評
価
し
ま

し
た
。
Ｖ
Ｏ
Ｋ
は
当
日
の
進
行
と
と
も

に
、
学
校
の
歴
史
な
ど
を
紹
介
す
る
ビ

デ
オ
も
作
成
し
ま
し
た
。
最
も
力
を
入

れ
た
の
は
「
わ
か
り
や
す
く
歴
史
を
伝

え
る
こ
と
」。
ま
た
、
生
徒
全
員
に
出
演

し
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
、
今
の
湖
陵
を

見
て
ほ
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

同
窓
生
の
心
を
が
っ
ち
り
と
つ
か
ん

だ
応
援
団
。
１
～
２
年
各
学
級
の
代
表

と
空
手
部
な
ど
の
有
志
、
合
わ
せ
て
34

人
が
ス
テ
ー
ジ
上
で
熱
い
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
同
タ
イ
ム

ス
で
は
、
応
援
団
長
を
務
め
た
三
上
将

君
（
２
年
）
と
指
導
し
た
白
山
悟
教
諭
、

応
援
団
Ｏ
Ｂ
の
中
納
淳
裕
教
諭
（
湖
陵

（左から）須貝喜治、佐藤文昭、
増子正樹、田巻恒利、澁谷倫之、
川端紀一、西村貞広、星匠

観客をわかせた応援団

釧
路
湖
陵
高
校

〒
０
８
５
―
０
８
１
４

釧
路
市
緑
ケ
岡
３
丁
目
１
番

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
１
５
４
）43
―
３
１
３
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://kushiro-koryo.hp.infoseek.co.jp/

く
ま
ざ
さ
編
集
委
員
会

　

 

〒
０
８
５
―
０
０
１
４

　

 

釧
路
市
末
広
町
２
丁
目
４
番
地

栄
屋
旅
館
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
５
４
（
23
）
０
２
４
１

　

 

手
動
切
替
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
　
　

０
１
５
４
（
23
）
０
２
４
２

　
く
ま
ざ
さ
編
集
委
員
会

同
窓
会
会
長　
栗
林
延
次
（
湖
陵
17
期
）

同
窓
会
幹
事
長　
島
本
幸
一
（
湖
陵
19
期
）

同
窓
会
会
計
長　
佐
藤
文
昭
（
湖
陵
22
期
）

編
集
委
員
長　
星　
　

匠
（
湖
陵
30
期
）

編
集
委
員
　
川
端
紀
一
（
湖
陵
11
期
）

編
集
委
員　
増
子
正
樹
（
湖
陵
20
期
）

編
集
委
員　
澁
谷
倫
之
（
湖
陵
26
期
）

編
集
委
員　
西
村
貞
広
（
湖
陵
30
期
）

編
集
委
員　
須
貝
喜
治
（
湖
陵
49
期
）

編
集
事
務
局
長　
田
巻
恒
利
（
湖
陵
18
期
）

　

釧
路
湖
陵
高
等
学
校
新
聞
局
が
発
行

し
て
い
る
「
湖
陵
タ
イ
ム
ス
」。
昨
年
12

月
に
発
行
さ
れ
た
１
５
０
号
に
は
、
昨

年
９
月
29
日
に
行
わ
れ
た
創
立
１
０
０

周
年
・
定
時
制
90
周
年
記
念
式
典
を
特

集
し
ま
し
た
の
で
、
成
功
さ
せ
よ
う
と

奮
闘
す
る
生
徒
た
ち
の
姿
を
紹
介
し
ま

す
。

　

放
送
局
Ｖ
Ｏ
Ｋ・保
東
友
香
さ
ん
（
２

年
）
は
、
司
会
が
決
ま
り
「
驚
き
と
不

安
を
隠
せ
な
か
っ
た
」
そ
う
で
す
が
、

式
典
終
了
後
は
、
普
段
話
す
機
会
の
少

な
い
人
た
ち
か
ら
も
「
お
疲
れ
さ
ま
」

と
声
を
か
け
ら
れ
、
自
ら
の
活
躍
を
実

感
。「
今
回
の
経
験
を
生
か
し
、
た
く
さ

ん
の
人
に
も
っ
と
聞
き
や
す
い
ア
ナ
ウ

ン
ス
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
語

っ
て
い
ま
し
た
。

　

湖
陵
１
０
０
周
年
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
菅
原
あ
ゆ
み
さ
ん

（
３
年
）
は
、「
描
く
の
が
好
き
」
な
こ

と
か
ら
応
募
し
ま
し
た
。
学
校
の
歴
史

を
学
ぶ
中
で
「
付
近
に
熊
笹
が
茂
っ
て

い
た
」
こ
と
を
知
り
デ
ザ
イ
ン
に
取
り

入
れ
ま
し
た
。
採
用
を
知
ら
さ
れ
た
の

は
、
三
者
面
談
の
最
中
で
、「
び
っ
く

り
し
た
け
ど
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
」

と
明
る
く
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
生
徒
た
ち
の

活
躍
が
光
り
ま
し
た
。
器
楽
部
は
「
さ

く
ら
の
う
た
」
な
ど
を
演
奏
し
ま
し
た

が
、
３
年
生
は
こ
れ
が
最
後
の
活
動
。

42
期
・
厚
岸
町
立
真
龍
中
学
校
）
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。
応
援
団
が

復
活
し
た
の
は
、
白
山
教
諭
が
高
校
時

代
、応
援
団
だ
っ
た
か
ら
で
し
た
。最
初
、

昔
な
が
ら
の
応
援
団
を
再
現
す
る
予
定

で
し
た
が
、
中
納
教
諭
か
ら
「
伝
統
も

守
り
つ
つ
１
０
０
年
目
の
こ
の
メ
ン
バ

ー
で
新
し
い
応
援
団
で
も
い
い
の
で
は
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
白
山
教
諭
に

い
ろ
い
ろ
な
イ
メ
ー
ジ
が
わ
き
ま
し
た
。

三
上
君
も
中
学
校
時
代
は
応
援
団
。「
自

分
の
振
り
付
け
を
覚
え
る
の
が
た
い
へ

ん
」
と
相
当
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
感
じ
て

い
ま
し
た
。
し
か
も
、
披
露
の
直
前
で

練
習
の
し
す
ぎ
か
ら
声
が
出
な
く
な
る

と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
見
舞
わ
れ
ま

し
た
が
、
気
力
で
乗
り
切
り
ま
し
た
。

　

応
援
団
復
活
を
望
む
声
も
あ
る
よ
う

で
す
が
、
現
在
は
所
属
生
徒
が
い
な
い

だ
け
で
、
希
望
者
が
い
れ
ば
復
活
す
る

可
能
性
も
大
き
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

星　

匠
（
湖
陵
30
期
）

　

こ
の
文
を
書
い
て
い
る
現
在
、
セ
ン
タ

ー
試
験
ま
で
あ
と
一
週
間
と
な
り
、
生
徒

の
緊
張
感
も
最
高
潮
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
期
に
は
、
生
徒
に
よ

く
「
悔
い
が
残
ら
な
い
よ
う
に
頑
張
り

な
さ
い
」
と
声
を
か
け
て
し
ま
い
ま
す

が
、
こ
の
言
い
方
で
良
か
っ
た
の
だ
ろ

う
か
と
い
つ
も
自
問
し
ま
す
。確
か
に
、

頑
張
る
こ
と
は
大
切
で
す
が
、「
悔
い

が
残
ら
な
い
」
た
め
に
頑
張
る
の
だ
ろ

う
か
、
ま
た
「
悔
い
が
残
る
」
と
い
う

こ
と
は
そ
ん
な
に
い
け
な
い
こ
と
な
の

だ
ろ
う
か
、
と
。

  

そ
う
考
え
る
の
は
、
私
に
は
高
校
時

代
の
あ
る
思
い
出
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

湖
陵
生
の
私
は
器
楽
部
に
所
属
し
て

い
ま
し
た
。
３
年
生
で
指
揮
者
に
な
っ

た
私
は
全
道
大
会
金
賞
を
目
指
し
て
頑

張
っ
て
い
ま
し
た
が
、
結
果
は
銅
賞
。

私
は
そ
の
時
、
も
の
す
ご
く
「
悔
い
が

残
っ
た
」
の
で
し
た
。
札
幌
か
ら
釧
路

に
帰
っ
て
ま
ず
、
進
路
を
教
員
養
成
系

に
変
更
す
る
こ
と
を
担
任
の
先
生
に
相

談
し
ま
し
た
。
今
度
は
教
員
に
な
っ
て

全
道
大
会
の
舞
台
に
立
ち
た
い
、
と
思

い
ま
し
た
。
悔
い
が
残
り
、
こ
だ
わ
り

を
捨
て
き
れ
な
か
っ
た
の
で
し
た
。

  

こ
う
し
て
教
員
に
な
っ
た
私
は
、
吹

奏
楽
や
楽
器
に
こ
だ
わ
り
続
け
、
転
勤

で
訪
れ
た
い
ろ
い
ろ
な
地
域
で
市
民
バ

ン
ド
を
続
け
吹
奏
楽
部
顧
問
も
続
け
ま

し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
土
地
に
た
く
さ
ん

の
仲
間
が
で
き
、
函
館
の
市
民
バ
ン
ド

で
は
、
中
学
校
の
と
き
転
校
で
別
れ
た

仲
間
と
30
年
ぶ
り
に
再
会
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
充
実
し
た
生
活
を
送

っ
て
こ
ら
れ
た
の
も
、
あ
の
時
「
悔
い

が
残
っ
た
」
お
か
げ
で
す
。
そ
し
て
、

な
ぜ
あ
の
と
き
「
悔
い
が
残
っ
た
」
の

だ
ろ
う
と
考
え
る
と
、
一
生
懸
命
頑
張

っ
た
か
ら
か
な
、
と
も
思
え
ま
す
。

　

今
後
、
私
は
、
生
徒
に
「
悔
い
が
残

る
ほ
ど
頑
張
っ
て
み
な
さ
い
」
と
言
っ

て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

澁
谷 

倫
之

（
湖
陵
26
期
・
湖
陵
高
校
教
諭
）

生
徒
た
ち
の
１
０
０
周
年
　
最
新
の
湖
陵
タ
イ
ム
ス
か
ら
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